個別の指導計画（弱視特別支援学級）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入日　平成○○年○○月○○日

	氏名・学年
	○○　○○　（○○小学校４年　男）
	保護者の願い
	・他の児童とかかわりを深め学校生活を楽しんでほしい。

・一つ一つ丁寧に読み書きなどができるようになってほしい。
	記入者
	○○　○○

	長期目標
	・よく見ようとする意欲を高め、視覚的な認知能力の向上を図る。
・他の児童とのかかわりを深め、思ったことを表現できるようになる。

	教科・領域
	児童の実態
	指導目標
	指導内容・指導方法（手立て）
	評価

	自立活動
	健康の保持
	・毎日目薬を点眼しなくてはならないが、忘れることや点眼が不十分なことがある。　
	・点眼の時間に気を配り、確実に点眼できる。
	・点眼する時間を決め、点眼したらチェックシート等で確認する。
・目の見え方等の学習を行い、視覚の状態に関心をもたせる。
	・２時限後の休み時間に点眼することを決め、点眼したらシールを貼ることで、毎日確実にできるようになってきた。

	
	心理的な安定
	・見えにくいことで、初めての場所や活動になると不安になり主体的に活動できなくなることがある。
	・初めての場所や活動でも落ち着いて活動できる。
	・事前に活動する内容について伝える。
・活動する場所での見え方について把握し、分かりやすい目印をつける等を行い安心して活動できるようにする。
	・見えやすくなることで、安心して行動できるようになり、主体的な動きが見られるようになった。

	
	環境の把握
	・文字や図を見て理解はできるが、細かい部分に注目して正確に見取ることが難しい。

・単眼鏡を持っているが、必要な時に使用することができていない。
	・よく見ようとする意欲を高め、生活場面の中で細かい部分に着目できるようになる。
・単眼鏡の使用技術を確実に身に付ける。

・単眼鏡を使用し正確に読んだり書いたりすることができる。
	・間違い探しをする。

・手本をよく見て、正確に点つなぎをする。
・本人の興味関心のあるものを題材に、実物を観察する、図鑑を細部まで見る等の活動の中で対象を見る力を育てる。

・板書したことを単眼鏡で読み、正確に書き写す。
	・見て分かることを経験することで、じっくり見ることができだし、文章の読み間違いが少なくなった。

・単眼鏡の使い方は慣れてきたが、まだ進んで使用することが少ない。


	
	身体の動き
	・見えにくいことで模倣して基本的な運動・動作を習得することが難しいところがある。
	・走る、跳ぶ、投げる等の基本的な身体の動きがスムーズにできる。
	・見て分かりやすい位置で手本を示す。
・身体を動かす中で動きを覚えていけるように支援する。
	・活動の中で動きを覚え、スムーズな身体の動きにつながっている。

	
	コミュニケーション
	・言葉のイメージや意味を正確につかむことができておらず、間違った使い方をすることがある。
	・言葉の意味を考え正確に話すことができる。
	・知っていると思われることでも、正しく理解しているか問い直す。
・言葉の意味について、動作化、言い換え、短文作り等を行い明確にしていく。
	・語彙数が増えた。

・言葉の意味を理解し、場面に応じた言葉で話すことができるようになってきた。

	教科
	国語
	・小学４年生の教科書の音読では、文字が見えにくくつまることがある。

・漢字の書き取りに時間がかかる。点がたりない等、正確に書けないことがある。
	・小学４年生の教科書をスムーズに読む。

・漢字を理解し正確に書くことができる。
	・本人の見えやすい色や大きさを確認し、拡大コピーをする等の提示の工夫をする。

・間違いやすい部分の色を変えたり、印をつけたりする。
	・小学４年生の教科書は、40パーセント拡大するとつまることがほとんどなくなった。

・漢字の間違いが少なくなった。３年生の漢字の80パーセントは細かい部分に注意して書くことができるようになった。

	
	算数
	・計算は得意である。　

・作図ではものさしの押さえ方やコンパスの回し方が上手にできないため、苦手意識があり、取りかかりに時間がかかる。　　　
	・作図が正確にできる。
	・誤差２ミリまでは許容することを伝え、目標をもって主体的に取り組めるようにする。

・視覚障害者用の作図用具を使用する。
	・視覚障害者用の作図用具を使用するとほぼ正確に作図できるようになり、すぐに取り組めるようになった。

	
	社会
	・地図では、全体と部分の関係やそれぞれの要素間の位置関係をつかむことが難しく、苦手意識をもっている。
	・地図を見て、山や川等の各要素間の位置関係をつかむことができる。
	・形を簡略化し徐々に正確な地図に近づけていく。
・要素を分けたり色を分かりやすくして見やすくする。
	・各要素に分けることで地図が見やすくなり、学習する内容の山や川等の名前と位置をほぼ覚えることができた。


